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～役目を終えた店頭スタッフの制服をリサイクル～

循環型繊維リサイクル「リコットンプロジェクト」を株式会社アバンティと共同で実施

株式会社アルビオン（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小林 章一）は、不要製品の再資源化を目指

し、株式会社アバンティ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：奥森 秀子、以下アバンティ）との共同

プロジェクトで、役目を終えた店頭スタッフの制服を新たな魅力をもった布製品へリサイクルし、

ノベルティやオリジナル雑貨として展開します。

アルビオンでは、約2,200人の店頭スタッフの制服（春夏用・秋冬用、各2セットを貸与）を2年に1度刷

新しています。 役目を終えた制服はその都度回収し廃棄していましたが、資源の有効活用と廃棄物の削

減につなげたいという考えから、回収した制服を繊維原料に再生し活用することにしました。

対象となった制服は、全国の「アルビオン ドレッサー」の店頭スタッフが着用した制服（2017年秋冬か

ら2019年秋冬までの3シーズン分、約10,000着）です。この期間の制服はオーガニックコットンを使用

し、アバンティで制作しました。そこで、アバンティが有するコットンのリサイクルフローに基づき

回収、分別※1、反毛(はんもう）※2を経てリサイクルコットン（リコットン）製品として再生しました。

今回は、リサイクルコットン30％にヴァージンの

オーガニックコットン70％を加えた糸を使用し、

5種のノベルティやオリジナル雑貨を、アバン

ティのオーガニックコットンのライフスタイル

ブランド“プリスティン”とのダブルネームで

制作。全国のアルビオン ドレッサーで11月

より順次展開します。

※1： ボタンやファスナー、ポリエステルの芯地などコットン以外の素材を取り除くこと。

分別は、障がい者の雇用と自立支援を目的とした当社の「熊谷ワークライフセンター」

で行いました。

※2： 日本では明治時代から行われてきた再生法。

当社では、複数の取り扱いブランドがあり

様々な素材の制服を採用しています。今回

の取り組みを契機として新たな資源として

の活用や、環境に配慮した処理方法を検討

してまいります。
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【お問い合わせ】 経営企画部 広報グループ TEL. 03-3538-7702（直通）

■リコットンプロジェクトで制作したノベルティ
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【株式会社アバンティ 概要】

株式会社アバンティ

■資料

おやすみソックス＆ヘアターバン ミニトートバッグ

品名は仮称です

オリジナルブランド プリスティン

U R L ： https://www.pristine-official.jp/

【アルビオン ドレッサー（ALBION DRESSER）】

U R L ： https://www.albiondresser.com/

株式会社アバンティ 営業部 広報・販売促進チーム TEL. 03-3226-7789

U R L

“キレイを自由に” がコンセプトのセレクトコスメショップです。自由な空間でこだわりのコスメと
セレクトされた雑貨をときめくままに見て触れてキレイも気分もスタイリング。
いつ覗いても楽しく、心地よく充実した時間を過ごしていただける空間をご提供します。

気持ちのいい毎日のために、手を掛けすぎない、手を抜かない。
暮らしに寄り添う、サスティナブルなオーガニックライフスタイルブランドです。
使う素材は素肌に気持ちのいいオーガニックコットンと、土へ還る天然素材。
健やかな素材本来の風合いを生かし、地球に負荷をかけず、日本で作ることにこだわっています。
ものづくりの工程では、人と環境に配慮したエシカルな方法を常に求め、選びます。
「汚れのない状態をずっと維持し続ける」 名前に込めたその思いを1996年から実現し続けているブランドです。
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